　動物科学特論I
第344回Zoological Conference

日時：　12月1日（水）16:00-17:00　

演者：　窪川 かおる　特任教授
東京大学理学系研究科附属臨海実験所，
海洋アライアンス
演題：
ナメクジウオからみた脊椎動物の視床下部
―下垂体―生殖腺系の進化

　

ナメクジウオは，脊索動物門の系統ではもっとも原始的な位置にあり，脊椎動物への進化の研究にとって重要な動物である．2008年のナメクジウオのゲノム情報の開示では，ヒトのゲノムとの比較では，相同な遺伝子モデルの多さと高いシンテニーが示された．ナメクジウオと脊椎動物との比較研究の進展が期待されるところである．私たちは，人工産卵の確立を目標に産卵行動の解析と内分泌機構の研究を進めてきた．
ナメクジウオの産卵は夏のある夜に突然起きる．内分泌現象では脊椎動物に特有なCYP酵素が見つかり，脊椎動物と同様にΔ4系の性ステロイド代謝経路をメインに，5α還元代謝経路もあることが明らかになっている．受容体（ER，SR）は2種類あり，SRはエストロゲンと結合するが，面白いことにERへは結合しない． 

次に，性ステロイドの合成・分泌を調節する下垂体の生殖腺刺激ホルモン（GTH）に相当するのは，構造のみの相同性であるが，動物界に広く存在する糖タンパク質ホルモン（GPH）である．生殖腺を含む多くの組織に分布し，その機能は明らかではない．また，視床下部ホルモンの遺伝子は今のところ見つかっていない．以上のことから，ナメクジウオは脊椎動物の祖先型内分泌機構をもつのかどうか，さらなる検証が必要である．
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物科学大講座 

  (TEL: 03-5841-4018) 理学系研究科附属臨海実験所
